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最終号 
令和５年２月１５日 

■法  人  事  務  所 ・ ア  ト  リ  エ TEL 0244(36)5420 

  〒976-0042 相馬市中村字北町１－８    FAX 0244(26)5424                          

●デイサービス友遊(北 町)          TEL 0244(26)5424 

●デイサービス友遊(南飯渕）         TEL 0244(36)3582 

●中央児童センター(ポニークラブ)      TEL 0244(35)2008 

●飯豊小放課後児童クラブ(ひまわりクラブ)TEL 0244(37)8870 

●日立木小放課後児童クラブ(めだかクラブ)TEL 0244(35)3400 

●磯部小放課後児童クラブ(げんきクラブ) TEL 0244(32)1787 

●八幡小放課後児童クラブ(なのはなクラブ)TEL 0244(26)9011 

●相馬こどものみんなの家        TEL 0244(35)4700 

今年度も南飯渕・北町アトリエ教室で、幼稚園や学校が違うお友達ともすっかり顔馴染みになり、かけがえのない友達関係を作った人が 

少なくありません。それぞれ１年間のグループ学習を通して大きな成果をあげることができました。楽しかったね！！！ 

支えてくださいました保護者の皆様はじめ関係者の皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              
       

今回の修了展で今年度の修了、１年の締め括りとなります。次年度は令和５年度、創立より５８周年になります。 

長い間、保護者の皆様はじめ多くの方々からご支援いただきましたことに感謝申しあげます。 

アトリエでは、１９６６年創立以来、毎回の創作活動に加えて、野外活動・自然体験活動・生活体験活動等の様々な 

体験学習をする場を提供して豊かな心の育成に努めてきました。６４４回行った体験活動も原発事故の影響で 

すべて中止しておりましたが、その後「通学合宿」「サマー合宿」「田植え体験」食育のすすめ「糀･味噌作り」を 

再開することができました。 

しかし、ここ３年はコロナ禍の中で思うように活動は出来ませんでしたが 

今年度も限られた中でも子ども達に感動体験の場を作ることができました。 

子ども達が大人になった時にすばらしい活躍ができますよう、保護者の皆様と共に 

お子様の精神的・身体的能力を引き出すためのアプローチをこれからも続けていきたいと思っております。 

令和５年度のお勉強は、４月から新しいお友達・会員のみなさんを加え、新たにスタートいたします。 

毎年、退室される方がごく一部なので、継続入室の方は自動的にこちらの方で手続きをいたします。 

また、何らかの理由で退室される方は、３月１０日（金）までに担当の者に直接、またはお電話にてご連絡ください。 

※１０日以降に退室のご連絡をいただいた場合、自動振替処理の関係で４月分会費が発生しますのでその後の返金処理は出来なくなりますのでご了承ください。 

 

 

 
          
 

 

     
 

 ☆ ☆ ☆ 次 年 度 へ の 継 続 入 室 に つ い て ☆ ☆ ☆  

令 和 ５ 年 度 か い が ぞ う け い き ょ う し つ 会 員 募 集！ 

をご紹介ください。 

令和５年度のかいがぞうけいきょうしつお勉強は４月から始めます。 

 また、かいがぞうけいきょうしつの成果をご覧いただくため 

  修了制作展「こどものえてんらんかい」のご案内をいたします。 

   新たに入会希望の方をご存知でしたらご紹介お願いします。 

    別紙（クリーム色）のご案内をお渡しいただきお誘いください。 

    アトリエでは 

   グループ学習を通して仲間つくりをしながら「思いやりの心」を  

  育み、創作活動の中で自己表現する楽しさを知り 

 「やる気･やりぬく心」を培って自ら考える力を持った「意欲的な子」

へと成長する場の提供をしています。 

毎回の教室が、おたのしみ･･･の教室でしたが、３学期の最終勉強日を、今年度最後の思い出つくり・おたのしみ会とします。 

水曜日コース ３月８日     金曜日コース ３月 1０日 

コロナ禍前は、子ども達の親睦を深める意味で、３月の最終勉強日は、それぞれの家庭     

                  でプレゼントを用意していただき、交換を行っておりましたが、今年度もコロナ禍の中なので 

当アトリエで用意したプレゼントを交換します。お楽しみに！お休みしないでね。 

                  リーダー・スタッフも楽しみ･･･に準備しています！ 

          ※プレゼント提供は、北町の渡辺良行さん・折り紙で作った回るコマは新田の高橋トミ子さん（相馬絵画研究所の元保護者様です） 
 

お た の し み 会 の お 知 ら せ 

mailto:fureainpo@gmail.com
http://www.fureai-support.jp/


今年度も早いことに 1 年が過ぎようとしています。 

未就額コ－スのお友達、４月に比べ心身共に成長した様子がうか

がえるこの頃です。     （未就学児担当 水野 友美子） 

 

子ども達の様子より …（水彩画） 

 好奇心旺盛な子ども達、特に初めて絵具を使うお友達は、「早

く使ってみたい」とワクワクうれしい気持ちでいっぱい。絵の具の

使い方やパレットの使い方など正しい道具の使い方をお約束とし

て説明しますが、なかなか耳に入りません・・・このような時は「こ

れはだめ」「あれはだめ」と、描きたいという気持ちを押さえつけ

てしまうよりは、まずは「やりたい」と思う気持ちを受け入れ、自

由にやらせて見守ることも。遊び心で楽しむ子ども達は、夢中にな

って発見や感動に生き生きと目を輝かせます。自由な体験の中で

絵具のふたを閉め忘れると絵具が固まって使えなくなってしまっ

たり、いろいろな色を混ぜすぎて色が汚くなってしまったりとい

うことに気付き、失敗や困った経験をして初めてお約束の意味を

理解するようです。やりたいと思う気持ちは、子ども達の発想を豊

かにし集中力も付けてくれます。 

 未就学児は、まだ形として上手に表現することはできませんが、

幼児期ならではのピュアな心、自由な発想や視点で思いが詰まっ

た絵を描いています。1 年間の作品を大人の固定観念の目で観る

のではなく、お子様が何を表現しようとしているのか、お子様が絵

を描く姿を想像しながらご覧になり楽しんで下さい。 

おやつ作り…（手作りの味・旬の味・伝統の味） 

今年も一年間、おやつ作りを岩崎友里恵先生に担当していただき

ました。美味しかったね    下記のみんゆう随想の記事は１９８６年 

７月民友新聞に掲載されたものです。こんな親心で、長年おやつを

提供し続けてきました。（倉本 まり子） 

 

   1 年 間 を 振 り 返 っ て ･･･ ア ラ カ ル ト    

今年度も 1 年間楽しいかいがぞうけいきょうしつの時間があっという間に過ぎました。 

担当スタッフより皆様にメッセージを贈ります。 

  

   

 

   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年をふり返って     
（小学生担当 遠藤 裕子） 

生涯にわたって大きな影響をおよぼしていく感情に「自尊

感情」があります。「自尊感情」とは、自己への肯定感・満足

感のことです。「自尊感情」が高い子どもは、自分の思いや考

えを素直に話すことができます。自分に自信があり、学習意

欲の向上、友達や周囲の大人との人間関係が良好です。反対

に「自尊感情」が低い子どもは、ありのままの自分を出すこ

とに自信が持てない。失敗を恐れ、消極的になる。他者に対

して信頼感を持つことができないなどあげられます。残念な

がら日本の高校生の「自尊感情」は、欧米に比べて極端に低

いようです。 

 さて、昨年、文部科学省の「体験活動に関する調査研究」

結果にハッとさせられた文章がありました。小学校の頃に自

然体験活動、異年齢の相手と遊ぶ機会が多かった子どもは、

高校生の時点で「自尊感情」の項目の得点が高い傾向が明ら

かになったそうです。そして、この結果は、小学校時代の体

験は長期間が経過してもその後の成長に好影響を与えるこ

との証拠にもなりました。   

 ふり返れば、「かいがぞうけいきょうしつ」は、春は畑に行

っての「ねぎ坊主ぬき」（南飯淵アトリエ）、田んぼに入って

素足での「田植え」、秋は大収穫の「芋ほり」、冬は「糀・味

噌造り」と、リアル体験の連続であり、異年齢同士とのふれ

あいの一年でした。 

 「実体験」を大切にする「かいがぞうけいきょうしつ」は、

「自尊感情」を育むうえでも、大きな役割を果たしていると

改めて思いました。 

 


